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地域協創による多世代共生型コミュニティの形成を目指して

ID1004704i企画課☎（３３８）６８1３・v（３３7）7６５８

地域協
き ょ う そ う

創のすすめ
　市は、多世代がゆるやかにつながり、互いに助け合い、支えあう地域社会づくりを目指し
て、「市民・地域と行政との新たな協働のしくみ【地域協創】」を検討しています。
　このシリーズでは、地域でのさまざまなつながりをきっかけに困り事が解決したり、市民
が興味のあることに挑戦する機会となった事例を織り交ぜながら、安心して、楽しく暮らせ
る地域社会の実現に向けた取り組みをご紹介します。

シリーズ
第6回

青空TFPP(TAMAフレイル予防
プロジェクト)フレイル予防測定会
d10月５日㈭午前９時30分～正午
(午前11時15分まで受け付け)b永山
南公園t65歳以上の市内在住者n体
操、脳トレ、ボッチャなど持ち物飲
み物備考雨天中止。動きやすい靴と
服装で ID 1012713m当日直接会場へ
i高齢支援
課 ☎(338)�
6924

うんどう教室(10月～12月)

d①10月５日、11月２日、12月７日、
各木曜日午前10時～11時②10月12日、
11月９日、12月14日、各木曜日午前
10時30分～11時30分b①乞田・貝取
ふれあい広場公園(雨天時は公園周
辺で実施)②豊ヶ丘南公園(雨天中
止)持ち物飲み物、帽子、汗拭き用
タオル、手袋備考10月5日・12日は
体力測定を実施予定。動きやすい靴
と服装で ID 1002919m当日直接会場
へi高齢支援課☎(338)6924

「参画」「協働」をさらに進める「協創」

「地域に関わることが自分自身のメリットになるまち」を目指して
　地域活動にこれから参加する方にとっても、これまで地域で活動してきた方々
にとっても、ふとしたきっかけで世代を超えたつながりが生まれ、それが継続し
ていくことで、分野を超えた地域の魅力や価値創出といった活動の広がりや活
気が生まれていきます。市民の皆さんに地域で楽しみながら活動してもらうこと
を期待して、市は、誰もがつながり合えるしくみ・しかけづくりを進めます。
　現在、第八期多摩市自治推進委員会では、「協創」社会の実現に向けて、
「モデルエリアでの実践」とその実践を踏まえた「議論」を行っています。今
後、「協創」社会を実現していくためのしくみやしかけについて、市長に提
言する予定です。
会議を傍聴してみませんか？　第12回多摩市自治推進委員会
d10月16日㈪午後6時～8時
b中央図書館活動室１
n地域協創の制度内容の検討、市長への答申

　まちの魅力や課題に気づいた時に、誰かと話し
たりすることはありますか？　近所の方とあいさ
つをしたり、会話ができる関係はありますか？　
災害時に声をかけ合えるご近所さんはいますか？
　市は、これまでの参画を多世代に、協働を多分野
に進めることで、誰もがつながり合えるコミュニ
ティが生まれ、さまざまな地域課題の解決や、新た
なまちの魅力・地域の価値が創造される「協創」社会
の実現のための取り組みを進めています。

地域を「支える」
地域を「つなぐ」
地域の中で「掘り起こす」

地域協創
市が整備に努めるしくみ・しかけ 多分野での協働

誰もがつながり合えるコミュニティの形成
多世代の参画

・多世代・多分野横断的
・やりたいこと・楽しいことだから継続できる
・地域の魅力や価値を新たに創出

協　創
<Co-Creation>

コ クリエイション

これから
さまざまな課題が解決し、新たなまちの
魅力や地域の価値が創造されるまち

これまで 参画
・参画できる世代が限定的
・行政活動への参加が中心
・広がりが出ていない

協働
・対象者ごと、分野・事業ごと
・目の前の課題解決型
・地域に負担感が出ている

地域で活動する市民の声

会議の詳細
はこちら▶

既存活動者

　思い切って地域活動に参加しました。地域で顔見知り
が増え、困った時にはお互いに頼ることができるような
ゆるやかなつながりが生まれました。また、つながりが
生まれたことで、地域交流の取り組みが実現でき、子
どものための地域づくりに関われて嬉しかったです。

ひきこもりで悩んでいませんか？ あなたの生活の不安や
　心配を聞かせてください

　「出かけようと思うとつらくなる」
「居場所がない」「相談相手がいない」
「このままでいいのだろうか…」そん
な風に悩んだり考えたりしたことはあ
りませんか？
　しごと・くらしサポートステー
ションは、ひきこもり状態・人間関
係などでお悩みの方・その家族から

の相談をお受けし、その方に寄り添
って支援します。就労に向けたお手
伝いや訪問・同行支援も行います。
　日中、安心して過ごすことができ
る居場所となる「ほっとするスペー
ス」もあります。
しごと・くらしサポートステーショ
ンではその他に無料で次のような相
談をすることができます(要予約)
　まずはお電話でご連絡ください。
①�生活面での不安や悩みの解決方法
を一緒に考えたい

②�生活費・債務など家計の見直しを
サポートしてほしい

③�就労や生活の課題を抱えていて、

▲�一人でも利
用可（要事
前相談）

改善に向けて就労体験などをした
い

④�求人探し・書類作成など就職を目
指したサポートをしてほしい

⑤�離職などで家賃のお支払いが困難
で、支援を必要としている(利用に
は条件あり)
1002713ibしごと・くらしサポ

ートステーション(ベルブ永山２階)
☎・v(338)6942

d10月28日㈯午後１時～３時30分
(０時30分開場)b永山公民館ベル
ブホールc140人(申し込み先着
順)講師河

こう

野
の

久忠氏(NPO法人青
少年自立援助センター理事長)ID
1011508mi９月20日㈬～10月25

日㈬に、公式ホームページのイン
ターネット手続きまたはファクシ
ミリで、講演会名・住所・氏名・
電話番号・メールアドレスを記入
し、児童青少年課☎(338)�6958・
v(372)7988へ

　ひきこもり状況の理解と必要な支援
　～ひきこもりの経験者と支援者に聴く～

多摩市地域家族会「ぽんぽこの会」
を開催しています
　家族として、ひきこもりなど「生
きづらさ」を感じている方への声掛
けや寄り添い方が分からないなど
困りごとや悩みはありませんか？
　同じ境遇にある方が出会い、想
いを自由に語り合い、交流できる
居場所です。
d隔月第４土曜日iぽんぽこの会
aponpoko1140@gmail.com、多
摩市社会福祉協議会地域活動支援
センターあんど☎(356)0307・v(35�
6)1155

講演会

　新たに地域のお祭りの準備に関わってくれる方がい
て嬉しかったです。いつもと違うメンバーが参加する
ことで、これまでのメンバーにとって刺激になり、今
まで以上に張り切ってしまいました。その方がいろい
ろな想

おも

いやアイデアをお持ちと分かったので、次回も
参加してもらいたいです。

新規参加者


